














5-E コメント 

佐藤のグループは,循環時間が循環の一つの状態を示すことに着目し,核医学を応用するこ

とにより,非侵襲的にそれを判定しようと試みている。これに対して,中野は,肺血管系の物

理的要因が,cPPT に影響を与える可能性を指摘した。今後,cPPT の意義についてさらに研究

する必要があろう。 

高尾のグループからの報告のなかでは,心疾患患児の心理面からの研究が注目される｡今回

は,方法論など予報的であったが,この問題は今後最も重要なものとなることは必至である。 


